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伐
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態

H

l
i和
歌
山
県
新
宮
地
方
の
実
態

l
i

我
国
の
林
業
労
働
の
一
性
格
は
一
般
的
に
半
農
型
と
し
て
規
定
き
れ
て
い

る
。
こ
の
性
格
規
定
は
一
応
正
じ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
伐
出
林

業
と
育
成
林
業
と
に
お
い
て
は
林
業
労
働
の
性
格
は
必
ず
し
も
同
一
で
は

な
く
、
ま
た
特
に
前
者
に
お
い
て
は
伐
山
資
本
の
性
格
に
対
応
し
て
伐
出

労
働
そ
の
も
の
の
件
栴
も
只
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
ラ
。

と
乙
ろ
で
林
業
に
お
い
て
は
伐
山
林
業
が
育
成
林
業
よ
り
も
は
る
か
に

資
本
主
義
酌
生
産
に
迫
L
て
お
り
、
資
木
主
義
的
発
民
は
ま
ず
前
者
よ
り

始
ま
る
。
乙
れ
は
我
固
に
お
い
て
も
巨
大
な
岡
市
林
を
頂
点
と
し
て
、
資

本
家
的
山
抄
所
有
に
お
い
て
み
ら
れ
た
L

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
戦
後
こ
の
よ

う
な
発
展
は
国
有
林
に
お
け
る
経
営
合
理
化
・
企
業
的
運
営
白
方
針
、
製

紙
・
パ
ル
J

・
木
材
関
連
工
業
の
版
料
材
に
対
す
る
需
要
増
加
、
建
築
様

式
の
変
化
に
よ
る
小
径
材
の
商
品
性
増
大
に
伴
う
伐
期
低
下
に
よ
る
資
本

伏
川
林
業
労
働
力

ω
存
在
形
態
ハ
円

『
E
Jl
 

崎

1ft 

武

の
回
転
期
間
の
短
縮
苧
に
よ
り
著
し
く
促
進
さ
れ
て
い
あ
。
こ
れ
と
共
に

地
主
的
山
林
所
有
に
お
い
て
も
、
他
方
農
地
改
輩
に
よ
石
経
済
的
基
盤
の

喪
失
と
あ
い
ま
っ
て
、
従
来
の
財
産
林
と
し
て
の
山
林
を
経
営
林
に
転
換

し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
戦
後
、
電
源
閣
発
、
山
林
資
源
開
発
に
よ
る
道
路

網
の
開
設
、
整
備
に
伴
っ
て
、
ト
ラ
ヴ
ク
輸
送
の
発
達
、
素
材
撒
出
の
流

送
か
ら
陸
送
へ
の
転
換
が
桁
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
資
本
の
回
転
半
は
著

し
く
高
ま
っ
土
。
こ
れ
ら
の
諸
要
闘
に
よ
っ

τ、
木
材
ブ
I
ム
一
砂
背
景
色

し
て
戦
後
伐
開
業
は
著
し
く
発
属
し
た
。

そ
こ
で
ま
ず
伐
刷
業
者
の
性
格
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
匂
し
か
し
な

が
ら
本
稿
の
日
的
は
伐
山
業
者
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
矛
の
下
に
お
け
る

労
働
力
の
性
格
の
検
討
に
あ
る
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
こ
れ
と
の
関
連
に
お
い

て
農
林
省
。
辛
国
抽
出
調
充
〔
農
林
省
統
計
調
査
部
伐
木
事
業
者
調
査
、

一一

1
一
六
頁
)
に
よ
り
、
若
干
の
点
を
指
摘
ナ
る
に
と
ど
め
る
。
ま
ず
経

営
規
模
別
に
は
、
個
人
五
八
・
二
%
、
会
社
三
七
噌
五
%
、
森
林
組
合
二
・

節
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伐
山
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
け

五
%
、
そ
の
他
一
・
八
%
で
あ
り
、
素
材
生
産
規
模
別
に
は
一
万
石
未
満

が
圧
倒
的
で
個
人
に
お
い
て
九
六
・
七
税
、
会
社
八
て
・
八
引
で
あ
り
比

較
的
小
規
模
で
あ
る
が
、
特
に
個
人
経
営
は
零
細
な
も
の
が
多
〈
千
石
未

満
が
四
三
・
二
%
を
し
め
て
い
る
。
直
営
請
負
別
に
み
れ
ば
手
山
伏
出
が

最
も
多
く
八
一
一
了
三
%
で
、
請
負
伐
出
八
・
六
伯
、
同
半
引
を
か
ね
る
も
の

八
・
一

M
W
で
あ
る
。
手
山
伐
出
は
向
己
所
有
山
林
か
ら
の
お
よ
び
立
木
目

付
に
よ
る
伐
山
を
意
味
す
る
。
直
営
す
な
わ
ち
白
主
的
伏
山
菜
の
う
b
で

は
、
素
材
消
費
者
の
立
場
を
か
ね
る
も
の
が
多
く
六
一
一
一
匹
を
し
め
る

が
、
そ
の
う
も
製
材
業
の
比
設
が
圧
倒
的
で
八
二
八
%
に
達
し
、
つ
も

で
そ
の
他
の
木
材
加
工
菜
、
土
建
業
、
パ
ル
プ
業
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
専

業
的
な
伐
出
業
す
な
わ
ち
素
材
生
産
と
素
材
販
売
を
行
う
も
の
は
一
一
一
七
-

九
%
を
し
め
る
が
、
そ
の
経
営
規
模
は
前
者
よ
り
も
よ
り
小
で
あ
る
。
請

負
の
場
合
の
依
頼
者
は
製
材
業
が
技
も
多
く
、
木
材
販
売
業
、
パ
ル
プ
業

こ
れ
に
つ
ぎ
、
と
の
三
者
で
約
七
五
%
を
し
め
て
い
る
。
門
主
的
、
請
負

い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
小
規
模
な
伐
出
業
は
木
材
服
売
業
平
製
材

業
と
、
大
尻
模
た
伐
同
業
は
パ
ル
プ
業
な
ど
の
大
資
本
と
結
び
つ
く
傾
向

に
あ
る
。
長
後
に
伐
出
業
者
の
山
林
所
有
状
況
を
み
れ
ば
、
山
林
吉
所
有

す
る
も
の
は
四
三
・
三
%
で
あ
る
が
、
過
去
一
年
間
に
白
己
所
有
山
林
か

ら
伐
出
し
た
も
の
は
四
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
伐
出
染
者
の
う
ち
子
山
伐

山
を
多
小
と
も
行
う
も
の
は
九
一
・
四
怖
を
し
め
る
が
、
そ
の
う
ち
全
部

立
木
目
μ
刊
に
よ
る
も
の
が
庇
倒
的
に
多
〈
八
六
三
%
で
、
少
し
で
も
立

木
買
付
り
あ
っ
た
も
の
は
九
包
四
%
に
達
L
t
い
る
の
に
対
し
、
全
部

第
八
十
八
巻

第
一
号

円
己
所
有
山
林
に
よ
る
も
の
は
わ
ず
か
に
二
・
六
%
.
少
し
で
も
日
己
所

有
山
林
に
よ
る
も
の
一
三
・
七
%
で
あ
る
。
少
し
で
も
自
己
所
有
山
林
に

よ
る
も
の
の
う
b
毎
午
伐
出
し
て
い
る
も
の
は
三
五
・
一
刊
に
す
ぎ
向
。

右
の
調
査
は
都
道
府
県
別
O
十
分
の
一
任
意
系
統
抽
出
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
ほ
ぼ
伐
出
業
の
性
格
を
一
部
す
も
の
L

と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
伐

出
業
は
多
様
な
性
格
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
営
規
模
は
一
般
に
小
周

模
で
、
素
材
消
費
者
を
か
ね
る
も
の
が
比
較
的
多
く
、
主
と
し
て
立
木
民

什
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
の
で
あ
る
の
ま
た
こ
れ
と

共
に
諜
材
梢
費
者
を
か
ね
な
い
も
の
も
相
当
数
存
す
る
が
、
そ
の
規
模
は

零
細
な
も
の
が
よ
り
多
い
。
従
来
伐
出
業
者
が
山
林
所
有
者
特
に
中
小
山

林
所
有
者
に
対
L
、
そ
の
材
酔
評
価
技
術
の
低
さ
、
木
材
市
場
側
格
に
対

す
る
知
識
不
足
に
乗
じ
て
買
叩
き
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
当
な
商
業
利

潤
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
お
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て

伐
出
業
は
尚
業
資
本
的
性
格
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
戦
後
山
林
所

有
右
に
お
け
る
所
有
林
に
対
す
る
経
首
林
と
し
て
の
意
識
の
強
化

ι共
に
、

い
わ
ゆ
あ
買
川
市
き
の
う
ま
み
の
余
地
は
次
第
に
狭
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
き

ら
に
山
林
所
有
者
の
伐
出
部
門
へ
の
進
出
も
行
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
た
和
歌
山
新
宮
市
の
伐
出
業
者
の
実
態
調
布

の
う
ち
、
伐
出
労
働
に
闘
す
る
も
り
の
一
部
で
あ
り
、
伐
出
労
働
の
性
格

を
特
に
伐
出
業
の
性
格
の
差
異
と
の
対
応
関
係
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
ー
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
新
富
市
の
伐
出
業
お
よ
び
製
材
業
の
概
況

に
つ
い
て
は
後
に
や
や
詳
し
く
考
察
す
る
こ
と
と

L
、
こ
こ
で
は
当
地
方



ば
お
け
る
伐
出
莱
の
型
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
ま
ず
第
一
に
製
紙
会

社
、
第
二
に
製
材
業
、
第
一
一
に
専
業
的
伐
出
業
、
第
四
に
山
林
地
主
こ
れ

で
あ
る
。
な
お
そ
れ
ぞ
れ
の
却
に
お
い
て
規
般
の
相
違
が
あ
り
、
規
模
の

等
し
い
も
の
に
お
い
て
は
摺
を
具
に
し
て
も
共
通
の
性
格
を
有
す
る
而
の

あ
る
こ
と
、
お
よ
び
前
の
三
者
の
う
ち
に
は
山
林
地
主
を
か
ね
る
も
の
の

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
本
稿
で
は
、
は
じ
め
の
三
つ
の

型
に
つ
い
て
、
そ
の
下
に
お
け
る
伐
山
労
働
力
の
性
絡
を
考
察
す
る
。

新
宮
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
は
三
製
紙
会
社
の
工
場
が
ゐ
る
が
、
こ
こ

で
は
H
製
紙
合
対
象
と
す
る
。
H
製
紙
は
昭
和
二
四
年
O
製
紙
か
ら
分
離

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
新
宮
一
場
は
明
治
四
五
年
地
元
資
本
に
よ
る

K
製
紙
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
大
正
一
一
一
一
年
F
製
紙
に
併
合
、
さ
ら

に
昭
和
八
年
O
製
紙
に
併
合
さ
れ
て
い
た
も
の
で
忘
る
。

H
製
紙
は
昭
和

一
二
四
年
現
在
、
資
本
金
二

O
億
、
そ
の
山
林
所
有
面
積
は
一
五
、
九
七
九

町
、
部
分
林
八
三
五
町
で
あ
る
。
新
官
工
場
は
現
在
コ
ン
デ
ン
サ
ー
パ
ル

プ
生
産
工
場
で
あ
り
‘
同
工
場
正
し
て
の
原
本
調
達
は
皆
無
で
あ
る
。
新

宮
巾
に
は
同
社
中
津
工
場
山
林
部
の
出
張
所
が
あ
り
、
こ
こ
で
調
達
さ
れ

た
原
木
は
再
評
中
津
工
場
に
輸
送
さ
れ
て
い
る
。
同
出
揮
官
所
の
管
内
は
和

歌
山
県
の
南
部
で
あ
り
、
管
内
の
社
有
山
林
国
積
は
二
三
四
三
町
で
あ

る
。
こ
の
管
肉
の
社
有
山
林
の
伐
出
は
昭
和
一
一
コ
二
年
に
開
始
さ
れ
、
一
一
年

聞
に
二
万
石
(
皆
伐
)
、
回
積
四
六
町
で
あ
り
、
パ
ル
プ
材
一
二
一

O

伐
出
林
業
労
働
力
の
存
荘
形
態
付

。
石
、
川
材
八
、
九

0
0石
で
あ
る
。
昭
和
一
一
一
五

1
ニ
ハ
年
間
の
伐
採
予

定
石
数
は
五
千
石
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
昭
和
二
七
年
以
降
、
固
有
林
の
払

下
げ
を
う
け
て
伐
出
を
行
っ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
調
在
を
行
っ
た
地

区
に
お
い
て
は
昭
和
三
コ
年
一

O
月
か
ら
昭
和
三
五
年
三
月
定
了
安
で
に

一一、

0
0石
を
伏
山
し
て
い
る
。
こ
れ
は
天
然
林
で
?
ミ
ツ
ガ
松

を
主
と
し
、
面
積
一
五
町
で
、
ハ
ル
プ
材
五
千
石
、
用
材
六
千
石
で
あ
る
u

パ
ル
プ
材
は
中
津
工
場
に
輸
送
し
、
用
材
は
そ
の
八
じ
刊
を
大
阪
の
原
木

市
場
で
、
残
り
を
地
元
で
販
売
し
て
い
る
。

H
製
祇
の
こ
の
地
区
に
お
付
る
伐
出
は
直
営
で
は
な
く
請
負
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
請
負
は
専
属
的
に
ち
林
業
に
よ
る
。

S
林
業
は
三
井
物
産
山
林

部
の
下
請
小
会
社
と
し

γ
昭
和
一
二
年
に
設
立
さ
れ
、
昭
和
三
凹
年
現
在

資
本
金
八
百
万
円
で
あ
り
、
当
地
区
に
お
い
て
も
H
製
紙
の
ほ
か
=
一
井
物

産
の
伐
出
を
専
属
的
に
請
負
っ
て
い
る
。

S
林
業
の
最
近
数
年
間
に
お
け

る
年
間
伐
出
石
数
は
約
一

O
万
石
内
外
で
あ
る
が
、
い
ま
昭
和
一
三
二
年
度

に
つ
い
て
み
れ
ば
、
請
負
伐
出
九
三
八
千
石
、
立
木
買
付
に
よ
る
伐
出

一
二
七
千
石
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
素
材
五
・
八
千
石
を
購
入
し
で
製
材

を
行
っ
て
い
る
。
同
社
は
一
製
材
工
場
を
所
有
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
製
材

を
行
っ
て
い
る
が
、
立
木
買
付
に
よ
る
生
産
素
材
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま

販
売
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
製
材
す
る
も
の
は
四
、
五
百
石
に
す
ぎ
な
い
。

す
な
わ
ち
S
林
業
の
事
業
ほ
伐
出
業
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
製
材
業

は
こ
れ
に
従
属
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
S
林
業
の
所
有
林
は
三

O

町
に
す
ぎ
な
い
。
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伐
出
林
業
努
働
』
の
存
在
形
態
パ
円

と
こ
ろ
で
H
製
紙
と
S
林
業
と
の
請
負
関
係
は
戦
後
に
始
ま
る
も
の
で

あ
ゐ
。
請
負
契
約
に
際
し
て
は
、
ま
ず
H
製
紙
が
作
業
計
画
書
を
作
成

L
、

S
林
業
か
ら
も
各
作
業
工
程
刷
見
積
書
を
提
出
オ
る
。
両
者
を
照
合
の
う

え
交
捗
し
決
定
さ
れ
る
。
作
業
計
画
書
の
中
に
お
い
て
基
幹
労
働
手
段
の

設
置
個
所
お
よ
び
設
慌
方
法
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
請
負
契
約
書

が
件
成
さ
れ
、
阿
者
が
一
通
ず
つ
保
有
す
る
。

い
ま
請
負
契
約
書
に
よ
っ
て
H
製
訳
、
と
S
林
業
と
の
請
負
契
約
の
内
容

に
つ
き
、
主
要
な
点
を
あ
げ
れ
ば
次
の
恥
く
で
あ
る
ロ

(
U下
H
製
紙
を

印、

S
林
業
を
Z
と
す
)
。

一
、
請
負
金
は
伐
木
・
造
材
よ
り
新
宮
駅
若
ま
で
石
当
り
一
、

O
五

O

円
と
寸
ゐ
。

一
、
請
負
金
の
支
払
方
法
は
仔
月
末
そ
む
月
白
山
来
高
を
査
定
し
、
こ

れ
に
対
す
る
詰
負
金
の
九
割
以
内
を
甲
よ
り
乙
に
渡
L
、
全
作
業
完

了
後
に
泊
算
す
ゐ
。

一
、
村
山
輔
の
算
定
及
び
造
村
方
法
は
仕
様
訴
に
よ
る
。

一
、
伐
採
及
び
搬
出
方
法
に
つ
い
て
は
乙
は
一
切
印
の
指
図
L
従
い
誠

実
に
励
行
す
る
。

一
、
本
作
業
の
逆
行
に
当
っ
て
生
ず
る
土
地
使
用
料
、
通
行
料
、
諸
公

一
却
、
労
災
保
険
料
、
そ
の
他
一
切
り
経
費
は
乙
の
先
担
と
す
る
。

一
、
乙
は
火
災
、
盗
難
に
充
介
注
意
し
、
も
し
立
木
、
造
材
丸
太
を
亡

失
L
又
は
伐
採
跡
地
に
残
伺
し
た
場
人
円
に
は
、
甲
の
原
因
調
査
に
基

ず
き
乙
の
負
担
を
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
甲
の
車
定
に
よ
り
弁
償

第
八
十
人
巻

第
一
号

四

凹

金
を
支
払
う
。

一
、
乙
は
そ
の
代
理
人
及
び
本
作
業
に
従
事
す
る
使
出
入
。
行
為
に
関

し
て
、
一
切
そ
の
責
に
伍
ず
る
。

一
、
甲
は
乙
が
こ
の
契
約
に
違
反
し
、
又
は
こ
れ
を
遂
行
す
る
見
込
が

た
い
と
認
め
た
場
合
に
は
、
通
知
催
告
を
し
な
い
で
こ
の
契
約
の
全

部
又
は
一
部
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
甲
の
う
け
た

損
害
額
は
、
甲
の
計
算
に
よ
り
乙
は
異
議
な
く
弁
償
す
る
。

右
の
契
約
内
容
に
よ
れ
ば
、
請
負
者
S
林
業
の
伐
出
作
業
に
つ
い
て
、

伐
採
・
搬
出
万
法
は
H
製
紙
の
指
図
に
従
う
と
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
聴

取
調
査
に
よ
り
確
認
し
た

ιこ
ろ
に
よ
れ
ば
、
契
約
時
に
そ
の
方
法
を
決

定
し
、
実
際
の
作
業
の
指
揮
慌
督
に
は
専
ぽ
ら
S
林
業
が
当
り
、
H
製
紙

は
そ
の
社
員
を
月
二
回
ほ
ど
塊
場
に
派
遣
す
る
程
度
で
あ
る
D

な
お
伐
出

に
要
す
る
機
具
・
資
材

r
つ
い
て
は
、
地
円
過
の
場
合
に
は
集
材
機
の
み
日

製
紙
の
負
担
で
あ
る
が
、
稀
に
は
逆
の
場
合
も
あ
る
。
本
作
業
に
お
い
て

は
後
の
場
で
あ
っ
て
、
集
材
機
、
ウ
イ
ン
チ
が
S
林
業
の
負
担
で
、
他
の

運
材
機
架
線
等
の
資
材
は
H
製
紙
が
無
償
貸
与
す
る
。
但
し
修
理
費
及

び
油
は
S
林
業
の
負
担
で
あ
る
ω

な
お
S
林
業
も
伐
出
に
要
す
る
機
具

資
材
は
こ
れ
を
所
有
し
て
い
る
ω

S
林
業
は
二
重
奈
比
・
和
世
山
県
を
中
心
と
し
、
岐
阜
・
愛
媛
静
岡

山
干
の
各
県
に
お
い
て
も
伏
出
業
を
行
っ
て
ト
る
が
、
そ
の
詞
+
主
9
あ
労
働

力
に
は
二
つ
の
型
が
あ
る
。
第
一
一
は
油
業
地
の
地
一
万
で
臨
時
的
に
調
達
す

る
も
の
、
第
二
は
S
林
業
に
専
属
的
な
る
も
の
こ
れ
で
あ
る
。
後
に
考
察
す



る
N
組
は
前
者
に
属
す
る
。

S
林
業
全
体
L

と
し
て
は
年
間
延
労
働
者
数
約

六
五
万
乃
至
七
二
丘
人
で
あ
る
が
、
前
者
が
約
七
二
引
を
し
め
て
い
る
。

、
と
こ
ろ
で
5
林
業
の
伐
山
は
主
と
し
て
請
負
、
一
部
は
直
営

r
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
に
円
一
伐
出
作
業
の
統
括
す
な
わ
ち
伏
木
造

材
・
撤
山
十
刀
法
の
指
で
架
線
架
設
そ
の
他
に
関
す
る
指
道
、
イ
検
、
そ

の
他
作
業
上
の
指
揮
監
督
は
S
林
業
日
必
ら
こ
れ
を
行
な
う
。
労
働
者
は

臨
時
的
な
も
り
も
専
属
的
な
も
の
も
請
負
の
場
合
は
組
を
組
織
L
、
直
常

の
場
合
は
組
織
し
な
い
。
組
の
性
格
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
。

労
働
力
の
調
達
方
法
は
、
専
属
的
な
も
の
に
お
い
て
は
問
題
は
な
い
が
、

臨
時
前
な
も
の
に
お
い
て
は
作
業
地
の
地
元
の
ポ
ス
に
依
頼
す
る
。
ボ
ス

の
条
件
は
第
一
に
伐
出
技
術
に
熟
練
し
た
も
の
、
第
二
に
資
肢
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
第
一
の
条
件
が
重
視
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
乙
円
一
ボ
ス
は

い
わ
ゆ
る
組
関
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
組
頭
自
ら
伐
出
作
業
円
指
開
監

督
に
任
ず
る
も
の
が
望
ま
し
い
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
調
有
対
象
は
S
林
業
か
ら
搬
出
を
請
負
っ
た
N
組
で
あ
る

が
、
い
ま
そ
の
主
要
な
契
約
内
容
を
両
者
聞
に
締
結
さ
れ
た
請
負
契
約
書

に
よ
っ
て
み
よ
う
e

請
負
契
約
書
は
S
林
業
(
以
下
甲
と
す
〕
と
N
氏
(
以

下
乙
と
す
〉
の
闘
に
一
通
什
ら
れ
、
前
者
が
乙
れ
を
保
有
し

τい
る
。

一
、
請
負
金
は
伐
採
造
材
木
の
集
材
よ
り
架
線
掛
け
し
、
ト
ラ
ッ
グ
相

場
ま
で
山
材
済
の
も
の
石
当
り
二

0
0円
と

L
、
別
に
甲
は
乙
に
梨

線
梨
設
伐
を
支
払
う
。

一
、
請
負
金
心
支
払
方
法
は
、
そ
り
月
の
出
来
高
を
査
定
し
、
こ
れ
に

伐
出
林
業
労
働
力
の
存
主
形
態
付

対
す
る
請
負
告
の
九
割
民
的
を
甲
よ
り
乙
に
内
波
し
、
全
作
業
が
完

了
し
た
後
に
位
加
算
す
る
ロ

一
、
搬
出
の
方
法
に
つ
い
て
は
印
の
了
解
を
え
て
誠
史
に
励
行
し
、
甲

が
特
に
要
求
す
る
事
出
に
つ
い
て
は
そ
り
指
一
小
に
従
う
υ

一
、
連
材
架
設
資
材
お
よ
び
飯
場
は
甲
が
乙
に
貸
渡
す
(
貸
渡
し
資
材

は
ト
ラ
叩
グ
積
土
場
渡
し
と
す

740
運
材
に
つ
い
亡
の
仙
修
理
・

削
耗
品
そ
の
他
の
経
費
は
乙
の
負
担
と
す
る
。
似
し
機
材
の
特
株
の

修
理
は
甲
が
負
担
す
る
。
作
業
に
当
っ
て
印
の
借
地
外
の
他
人
心
所

有
物
を
損
傷
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
防
相
費
は
乙
の
負
担
と
す
る
。

労
長
保
険
料
は
甲
が
負
担
す
る
。

一
、
乙
は
火
災
、
盗
難
に
充
分
注
立
し
、
も
し
沼
材
丸
太
を
亡
失
又
は

伐
幌
跡
地
に
残
閉
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
原
因
調
査
の
結
果
に
よ
り

甲
D
査
定
に
よ
る
弁
償
金
を
乙
は
甲
に
支
持
う
も
の
と
す
る
。

一
、
乙
は
そ
の
代
理
人
及
び
木
作
業
に
従
請
す
る
使
同
人
の
行
為
に
関

し
て
、
-
切
そ
の
責
に
在
ず
る
。

一
、
甲
は
乙
が
こ
の
摂
前
に
違
反
し
又
は
こ
れ
を
遂
行
す
る
見
込
が
な

い
と
認
め
た
場
合
に
は
、
通
知
催
告
す
る
こ
と
な
く
こ
の
契
約
の
全

部
又
は
一
部
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
乙
は
と
の
契
約
解
除
凸

場
合
、
甲
の
申
込
の
あ
っ
た
時
は
作
業
に
必
要
な
設
備
そ
の
他
の
権

利
を
甲
忙
譲
渡
す
る
。

右
に
よ
れ
ば
、

5
林
業
と
N
氏
の
耐
の
請
負
契
約
の
内
容
は
、

H
製
紙

と
S
林
業
の
聞
の
そ
れ
と
諸
積
の
点
に
お
い
て
ほ
ぼ
類
似
し
て
い
る
。
す

第
八
十
八
巻

五
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伐
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
け

な
わ
ち
請
負
金
の
支
払
方
法
、
作
業
の
指
示
、
升
償
金
、
代
理
人
、
使
用

人
に
対
す
る
責
仕
、
契
約
違
反
或
い
は
作
業
遂
行
の
目
見
込
の
な
い
場
合
等

乙
れ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
、
重
要
な
差
異
も
有
す
る
。

H
製
紙

。
場
合
に
h
h

い
て
は
、
伐
出
作
業
の
指
揮
監
督
は
事
質
的
に
は
S
林
業
に

一
江
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
状
態
C
あ
る
が
、

S
林
業
が
N
氏
に
対

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

S
林
業
は
現
場
に
社
員
か
常
駐
し
直
接
指
揖
監

督
を
行
わ
し
め
て
い
る
。
ま
た
N
氏
は
請
負
者
で
あ
り
搬
出
作
業
の
指
相
聞

に
当
る
の
で
あ
る
が
、
自
分
自
身
も
ま
た
組
員
と
同
様
に
労
働
に
従
事
し

て
い
る
。
さ
ら
に
S
林
業
主
N
氏
の
請
負
契
約
は
V
A

氏
が
組
を
代
表
し
組

頭
と
し
て
結
ん
で
い
る
が
、
組
員
も
乙
の
契
約
に
実
質
的
に
は
団
体
交
沙

で
事
加
し
そ
の
契
約
内
容
に
つ
い
て
は
一
同
が
熟
知
し
て
い
る
ο

組
玩
た

る
N
氏
と
組
員
と
の
間
に
お
い
て
は
賃
金
に
関
す
る
契
約
は
行
わ
れ
ず
、

N
氏
を
含
め
て
全
員
合
議
の
上
、
技
能
年
齢
そ
の
他
を
標
準
と
し
て
日

給
一
、

0
0
0円
、
九
五

O
円
、
九

O
O円
、
八
五

O
円
、
七
五

O
円
の

各
ラ
ン
ク
を
定
め
、
各
人
の
賃
金
が
決
定
さ
れ
る
。
賃
金
支
払
は
S
林
業

か
ら
N
氏
に
な
さ
れ
N
氏
は
こ
れ
を
組
員
に
支
払
ら
う
。

N
氏
は
一
応
請

負
者
た
る
性
格
を
も
つ
が
彼
何
身
日
給
千
円
と
牽
見
さ
れ
て
い
る
。

次
に
搬
出
施
設
の
設
置
に
関
L
て
H
製
紙
、

S
林
業
お
よ
び
N
氏
の
附

係
を
み
よ
う
。
集
材
及
び
架
線
搬
出
の
起
点
終
点
お
よ
び
仲
継
点
字
は

H
製
紙
が
指
示
し
、
架
設
地
点
の
測
畳
は
S
林
業
が
行
う
。
図
面
の
作
成

は
H
製
紙
及
び
S
林
業
り
両
者
が
こ
れ
を
な
ナ
。
実
際
の
架
設
作
業
は
N

氏
が
組
員
と
共
に
行
う
。
架
設
費
は
請
負
契
約
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、

第
λ
十
八
巻

J、

第

/、

そ
の
金
額
は
一
同
当
り
単
価
で
算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

素
材
の
搬
出
に
際
し
て
は
、
ト
ラ
ソ
ク
積
場
ま
で
は
N
氏
が
行
な
い
、

こ
こ
で
お
林
業
が
寸
検
L
、
ト
ヲ
ヅ
ク
枇
相
場
か
ら
新
宮
駅
ま
で
の
輸
送
は

5
休
業
が
行
い
、
新
宮
で
H
製
紙
が
寸
検
す
る
。
ト
ラ
フ
グ
輸
送
に
際
し

て
は
、

S
林
業
は
ト
ラ
y

グ
を
所
有
し
て
は
い
る
が
殆
ん
ど
運
送
業
者
に

請
負
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
H
製
紙
の
伐
出
は
行
わ
れ
て
い
る

が
、
次
に
伐
山
労
働
を
担
当
す
る
N
組
に
つ
い
て
そ
の
性
格
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

林
業
労
働
に
お
い
て
は
副
湖
前
労
働
諮
問
係
を
残
存
す
る
組
一
組
制
度
が

な
お
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

N
組
も
-
応
組
問
制
度
の
形
態
を

と
っ
て
い
る
内
ゆ
え
に
ま
ず
N
組
向
体
の
性
格
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
向
。

N
氏
は
昭
和
三
四
年
現
在
、
二
八
歳
で
熊
肝
市
出
身
で
二
九
年
以
降
組
頭

で
あ
る
が
、
昭
和
二
一
年
か
ら
余
良
山
梨
・
徳
島
お
よ
び
和
歌
山
等
の

各
県
に
お
い
て
専
業
的
に
林
業
労
働
に
従
事
し
て
い
る
内
調
在
叫
に
お
け

る
組
員
は
八
名
で
あ
る
。
但
し
請
負
石
数
に
対
応
し
て
必
要
労
働
力
は
哨

滅
す
る
ゆ
え
、
組
員
の
数
は
変
動
す
る
。
定
に
N
氏
は
行
動
半
径
が
広
く
、

出
身
地
周
辺
に
定
若
的
で
な
い
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
八
名
の
組
員
の
う

ち
わ
ず
か
に
一
名
の
ほ
か
、
七
名
は
す
べ
て
S
林
業
の
伐
出
請
直
に
際
し

て
組
に
参
加
し
た
も
の
で
参
加
以
来
一
年
以
内
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
右
の
一
名
は
三
年
間
N
氏
と
そ
の
下
で
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。



す
な
わ
ち
組
員
は
固
定
的
で
な
く
、
著
し
く
流
動
的
で
あ
る
Q

従
来
組
は

事
業
特
に
組
織
し
事
業
終
了
後
解
散
し
て
い
る
υ

こ
の
よ
う
な
事
情
の
示

す
如
く
、

N
氏
の
組
員
募
集
は
主
と
し
で
請
負
事
業
所
の
地
元
で
な
さ
れ

て
い
る
。
N
組
の
組
員
八
名
の
う
ち
、
五
名
は

N
氏
と
同
郷
で
、
そ
の
う
ち
二
名

は
且
禄
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
組
頭
た
る
N
氏
と
組
員
と

の
地
縁
的
・
血
繰
的
関
係
を
重
視
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
の
一
一

名
は
徳
島
石
川
県
及
び
大
阪
市
の
出
身
で
あ
り
、
同
郷
の
五
名
も
前
述

の
如
く
S
林
業
の
什
主
地
が
比
較
的
近
い
ゆ
え
参
加
し
た
も
の
で
あ
り
、

組
員
白
身
が
著
し
く
流
動
附
で
あ
る
か
ら
。
た
だ
こ
の
組
員
白
体
と
し
て

は
、
彼
等
が
伐
出
事
業
所
の
地
一
五
に
お
い
て
募
集
さ
れ
る
故
、
地
縁
的
性

格
が
強
い
乙
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
c

N
組
の
搬
出
に
際
し
て
は
、
既
に
ふ
れ
た
如
く
集
材
機
、
運
材
機
、
架

線
、
ウ
イ
ン
等
は
S
林
業
》
」
H
製
紙
が
分
担
し
、

N
組
は
油
田
消
耗
品
及

び
修
里
(
特
別
の
も
の
を
除
く
)
を
負
担
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
組
員
は
斧

つ
る

-
E
び
鎌
田
く
さ
び
等
町
小
道
具
を
所
有
す
る
の
み
で
あ
り
、
組

全
体
と
し
て
り
所
有
機
具
は
存
L
沿
い
。
た
だ
N
氏
は
そ
の
ほ
か
ハ
ン
ド

ボ
ル
ト
・
バ
イ
ス
・
ボ
ル
ト
ナ
ヴ
ト
・
鋸
・
ハ
ン
グ
付
道
具
等
へ
昭
和
三

二
年
八
万
円
で
購
入
〕
を
所
有
し
亡
い
る
が
、
い
ず
れ
も
小
道
具
に
属
す

る。
次
に
組
踊
た
る

N
氏
の
果
す
作
莱
管
理
な
ら
び
に
労
務
管
理
の
内
容
に

つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
な
お
わ
れ
わ
れ
の
調
売
時
に
は
既
に
伐
採
作
業
は

伐
問
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
付

中
止
し
て
い
た
た
め
、
以
下
搬
出
作
業
吉
中
心
と
し
て
考
察
す
る
。
た
だ

N
組
も
そ
の
組
員
の
一
部
が
前
段
階
の
作
業
工
程
、
と
し
て
伐
採
を
行
っ
て

い
る
ゆ
え
、
こ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

伐
棟
計
画
は

S
林
業
が
立
ィ
、
所
要
労
働
力
の
捌
定
を
行
う
が
、
労

働
力
む
調
達
は
組
頭
が
担
当
す
る
ロ
と
こ
ろ
で
同
じ
山
で
も
地
形
・
樹

種
・
樹
齢
に
よ
っ
て
伐
採
条
件
を
異
に
す
る
ゆ
え
、
そ
の
条
刊
の
差
異

を
按
分
す
る
た
め
「
山
廻
り
」
を
行
い
、
伐
採
地
区
を
細
分
し
抽
せ
ん

に
よ
り
各
組
員
の
伐
保
畑
所
を
決
定
す
る
。
こ
れ
を
「
採
四
割
り
」
又

は
「
山
割
り
」
主
い
う
。
伐
採
の
機
具
之
L
て
は
改
良
錯
斧
・
つ
る
・

と
び
鎌
等
の
旧
来
り
道
具
が
使
用
さ
れ
、
こ
札
ら
は
各
自
が
所
有
す

る
。
最
近
チ
ェ
I
Y
ソ
ー
が
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
伐
採
は
主
と
し
亡

杭
か
ら
冬
日
聞
に
行
わ
れ
る
カ
、
ハ
ル
プ
材
の
場
合
に
は
季
聞
と
無
関

係
で
あ
る
。
伐
採
過
程
は
伐
倒
・
校
払
い
・
玉
切
り
・
皮
削
・
乾
燥
(
自

然
乾
燥
)
等
に
分
れ
る
が
、
伐
採
労
働
は
仙
訓
練
を
要
す
る
。
五
年
目
経

験
者
で
一
円
平
均
の
伐
探
壮
一

0
1
二
一
ゐ
で
あ
る
。
伐
採
労
働
は
個

人
出
来
両
払
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
組
踊
も
伐
採
労
働
に
従
事
す
る
@

そ
れ
ゆ
え
組
頭
は
般
出
組
の
そ
れ
に
比
し
て
、
組
良
の
一
統
結
、
作
業
工

程
に
つ
い
て
の
指
宿
監
督
の
機
能
に
お
い
て
劣
る
。
そ
れ
ゆ
え
作
業
工

程
の
指
揮
監
替
は
S
林
某
の
職
員
が
こ
れ
を
行
う
。
そ
し
て
こ
の
職
員

は
各
人
別
造
材
石
数
を
山
寸
検
に
よ
っ
て
記
載
し
、
作
業
の
進
捗
状
況

を
掌
揮
す
る
。

S
組
の
九
名
の
う
ち
、
こ
の
山
の
伐
出
作
業
で
伐
採
に

従
事
し
た
こ
と
の
あ
る
も
の
は
五
名
で
あ
る
が
、
専
業
的
な
伐
採
夫
は
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伏
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
付

お
ら
ず
、
伐
採
作
業
従
事
円
数
は
い

F
れ
も
ご
っ
日
以
干
で
あ
る
。

N
組
は
搬
出
作
業
を
な
す
が
、
そ
の
作
業
工
症
は
薮
出
L
・
小
出
し
・

集
材
機
峨
出
・
京
造
搬
出
等
に
分
れ
る
。

N
氏
は
S
林
業
に
対
し
て
事
業

遂
行
責
任
を
負
っ
て
お
り
、
組
員
そ
指
向
監
督
し
て
作
業
の
効
率
的
た
遂

行
を
引
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
搬
出
作
業
に
お
い
て
は
各
種
作
業
工
程
に
一

応
組
員
を
分
業
化
せ
し
め
る
が
、
し
か
も
同
時
に
作
業
の
進
捗
状
況
に
応

じ
て
組
員
を
作
業
種
間
に
流
動
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
ロ
そ
れ
ゆ
え
如
以

の
作
業
管
理
の
般
能
は
重
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
N
民
は
以
前
に
は
指
揮
肱
督
に
白
み
専
念
し
て
い
た
が
、
最

近
で
は
白
か
ら
も
搬
出
労
働
に
も
従
事
し
て
い
る
。
こ
れ
L
反
し
て
す
で

に
ふ
れ
た
よ
う
に
S
林
業
内
作
業
背
理
に
お
け
る
比
重
が
強
い
3

そ
れ
ゆ

え
N
氏
の
い
わ
ゆ
る
組
頭
と
し
て
の
性
格
は
、
次
第
に
弱
ま
っ
て
い
る
と

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
N
氏
の
労
務
管
理
の
機
能
を
み
よ
う
。
ま
ず
募
集
成
能
に
つ
い
て

は
既
に
ふ
れ
た
が
、

N
民
が
白
か
ら
乙
れ
を
な
し
S
林
業
は
関
守
し
た
い
。

そ
れ
故
N
氏
の
募
集
成
能
性
強
力
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
前
述
の
如
く
N
氏
は
従
来
事
業
毎
に
組
主
解
散
し
て
お
り
、

僧
万
後
述
す
る
如
く
組
員
は
い
ず
れ
も
殆
ん
主
専
業
的
な
林
業
労
働
者
で

あ
り
、
か
っ
年
齢
の
差
も
少
な
い
ゆ
え
、

N
民
と
組
員
と
白
関
係
は
い
わ

ゆ
る
前
期
的
な
組
頭
と
組
員
と
の
そ
れ
に
対
比
す
れ
ば
、
よ
り
近
代
化
し

て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
事
実
、
組
員
の
N
氏

に
対
す
る
意
識
は
ほ
と
ん

y
同
僚
意
識
に
近
い
も
の
で
あ
る
ω
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次
に
賃
金
管
理
に
つ
い

t
み
れ
ば
、
す
で
に
ふ
れ
た
如
く
請
負
契
約
に

際
し
て
は
組
合
員
も
実
質
的
に
は
参
加
し
て
お
り
、
存
人
の
日
給
額
の
決

定
は
組
一
同
の
合
議
に
よ
り
技
能
・
作
業
積
・
年
附
等
の
拝
観
的
条
件
に

基
ず
い
亡
な
さ
れ
、
上
限
を
千
円
下
阪
を
七
五

O
円
と
す
る
五
段
階
に
分

れ
て
い
る
。

N
氏
の
日
給
額
は
千
円
で
最
一
品
で
あ
る
が
組
頭
と
し
て
の
特

別
手
当
は
存
し
な
い
。
組
員
八
名
の
た
ノ
ち
日
給
額
九
五

O
円
の
も
の
一
一
名
、

九

0
0円
三
名
、
八
五

O
円
二
名
、
七
五

O
円
一
名
で
あ
る
。
賃
金
目
支

払
方
法
は
各
人
の

E
給
額
に
そ
の
稼
副
日
数
を
来
じ
て
S
林
業
か
ら
N
氏

を
通
じ
て
支
払
う
。
支
払
同
は
一
定
し
な
い
が
、
月
初
一

O
日
頃
ま
で
に

前
月
分
の
九
割
以
内
の
金
植
が
支
払
わ
れ
る
。
作
業
開
始
前
或
い
は
ぞ
の

後
に
お
い
て
も
必
要
な
る
昨
に
は
前
校
全
が
波
さ
れ
る
ョ

N
組
の
搬
出
作
業
は
形
式
上
は
百
氏
の
個
人
請
負
と
な
っ
て
い
る
が
、

実
質
的
に
は
N
組
全
員
の
団
体
請
負
で
あ
り
、
最
初
の
契
約
に
よ
る
石
当

り
単
価
に
基
ず
く
団
体
山
高
高
賃
金
が
月
々
支
払
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
組
内
部
の
各
人
の
賃
余
水
準
は
、
客
観
的
な
条
件
に
よ
っ
て
全
員

の
合
議
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
レ
る
故
、
事
戚
た
る
N
氏
の
抗
山
窓
の
入
り

込
む
余
地
は
殆
ん
ど
存
し
な
い
。
す
な
わ
ち
N
氏
に
よ
る
中
間
収
取
は
困

難
で
あ
る
。
こ
の
場
令
N
民
主
組
員
と
の
聞
に
は
労
働
占
と
し
て
本
質
的

差
県
は
伝
く
、
こ
の
点
に
闘
す
る
限
り
N
氏
の
性
格
は
近
代
工
場
に
お
け

る
職
長
の
そ
れ
に
近
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
労
務
両
日
開
に
つ
い
て
生
活
管
理
白
面
を
み
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い

て
特
に
注
目
す
べ
台
は
飯
場
炊
事
で
あ
る
Q
5
林
業
に
お
い
て
は
飯
場
の



設
常
は
S
林
業
が
負
担
し
、
食
費
は
組
頭
た
る
N
氏
が
負
担
す
る
。
食
料

晴
好
品
の
斡
旋
・
運
送
は
S
林
業
が
こ
れ
を
行
な
う
。
炊
事
由
形
態
は
共

同
炊
事
と
白
炊
に
分
れ
る
が
、
百
組
は
前
者
で
あ
る
。

N
氏
は
飯
場
炊
事

を
担
当
運
営
す
る
。
組
員
白
賃
金
は
前
述
の
如
き
方
法
で
S
林
業
か
ら
N

氏
を
通
じ
て
支
給
さ
れ
る
が
、
そ
り
際
食
費
の
控
除
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
故
食
費
は
N
氏
個
人
白
負
担
E
な
る
が
、
こ
れ
は
請
負
金
額
の
う
ち

各
個
人
別
に
支
払
わ
れ
た
後
の
残
額
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

組
員
は
請
負
金
制
を
知
っ
て
お
り
、
ま
た
食
料
そ
の
他
。
商
品
の
調
達
に

は
S
林
業
が
介
在
し
て
い
る
。
そ
れ
故
い
わ
ゆ
る
前
期
的
な
組
頭
制
度
に

み
ら
れ
る
飯
場
炊
事
の
際
の
中
間
取
収
の
余
地
は
な
お
存
在
す
る
が
そ
の

余
地
は
少
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
S
林
業
に
お
い
て
は
共
同
炊
事
は
次
第

に
〈
ず
れ
つ
つ
あ
る
。

以
上
N
組
に
つ
い
て
そ
の
一
般
的
性
格
、
組
頭
の
果
す
作
業
管
理
お
よ

び
労
務
管
理
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

N
組
に
は
地
縁
前
・
血
縁
的
結
合
関

係
が
み
ら
れ
る
が
、
組
の
構
成
が
著
し
く
流
動
的
で
あ
り
、
他
府
県
の
も

の
が
三
分
の
一
を
し
め
て
い
る
点
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
を
重
視
す
る
と
と

は
で
き
な
い
で
あ
る
う
。
組
頭
の
果
す
作
業
管
理
及
び
労
務
管
理
O
機
能

は
募
集
機
能
を
除
き
断
次
後
退
し
、

S
林
業
が
直
持
労
働
者
を
掌
握
し
よ

う
と
す
る
傾
向
が
特
に
作
業
管
理
の
面
に
お
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
伴
っ
て
組
頭
制
度
は
近
代
化
し
、
組
日
酬
は
近
代
前
職
長
の
性
格
に
近
付

き
つ
つ
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
な
お
組
頭
の
募
集
機
能
吋
か
な
お
強
刀

で
あ
る
こ
と
は
、

N
組
が
Q

林
業
に
専
属
的
で
な
い
こ
と
に
関
連
し
て
い

伐
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
付

る
で
あ
ろ
う
ロ

前
述
の
よ
う
に
N
組
は
拠
出
組
で
あ
る
が
、
次
に
組
内
部
の
よ
り
具
体

的
な
性
栴
に
つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
u

年
齢
と
家
族
内
申
地
位
搬
出
労
働
は
重
筋
労
働
で
あ
る
た
め
、
強
健

な
青
壮
年
男
子
労
働
力
を
主
体
と
す
る
が
、
そ
の
作
業
種
に
よ
っ
て
は
必

ず
し
も
熟
練
度
を
必
要
と
L
な
い
。
第
1
圭
に
よ
れ
ば
、
組
の
平
均
年
齢

は
一
四
・
三
歳
で
あ
れ
V

、一一

O
歳
台
を
主
〉
一
し
三
り
歳
以
」
は
わ
ず
か
一

名
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
二

O
歳
未
満
が
コ
分
の
一
を
し
め
、
全
体
と
し

て
も
年
齢
が
著
し
く
低
い
。

ま
た
阿
表
に
よ
り
家
庭
内
に
お
け
る
地
佼
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
戸
主
・

一

両

州

司

引

川

川

一

長

男

お

よ

び

二

男

が

同

じ

比

四

日

同

市

同

同

同

一

重

を

し

め

て

い

る

。

一

一

引

一

V

3

3

9

一

林

業

労

働

経

験

年

数

林

竺

九

川

司

|

|

斗

業

労

働

は

般

的

に

は

主

冊

一

切

以

一

:

1

一
型
の
も
の
が
多
〈
、
専
業
化

表

労
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い
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i
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5

一
林
業
労
働
自
体
の
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業
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間
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や

パ
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1
1
1
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1
1
1
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も
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は
流
動
的
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厩
一
|
円
い

γ一
一

で

あ

る

。

そ

れ

ゆ

え

特

定

作

家
百
れ
別
司
引
引
|
一
業
に
つ
い
て
の
経
験
年
数
を

別
一
齢
~
内
問
一
工
!
っ
汁
一

齢
一
年
即
地
了
戸
長
二
」
と
ら
え
る
こ
と
は
岡
難
で
あ

年
庁
い
ほ
同
の

:
J
-

一
一
る
。
し
か
し
な
が
ら
N
組
に
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伐
出
林
業
労
働
力
。
存
在
形
態
け

お
い
て
は
い
す
れ
も
午
齢
が
低
く
、
か
つ
必
ず
し
本
熟
練
度
を
必
要
と
し

な
し
搬
出
に
従
事
し
て
い
る
ゆ
え
、
他
刊
業
種
の
林
業
労
働
へ
の
流
動
性

は
比
較
的
低
い
。

と
こ
ろ
で

N
組
に
お
け
る
平
均
あ
し
か
け
経
験
年
数
は
八
九
年
、
平

均
純
経
験
年
数
は
七
九
中
で
あ
る
。
但
し
組
の
う
ち
一
名
は
、
わ
れ
わ

れ
の
調
正
時
の
半
月
前
に
土
木
労
働
か
b
林
業
労
働
に
転
じ
て
N
組
に
加

入
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
除
外
し
た
。
ま
ず
年
齢
に
対
比
し
て

あ
し
か
け
経
験
年
数
な
ら
び
に
純
経
験
非
数
が
共
に
長
い
と
と
が
刊
日
さ

る
べ
き
で
あ
る
。
平
均
年
齢
が
二
四
・
三
歳
で
あ
る
か
ら
、
ほ
邑
ん
ど
全

員
が
学
校
卒
業
後
ハ
殆
ん
ど
が
新
制
中
学
卒
で
あ
る
)
直
ち
に
多
か
れ
少

な
か
れ
林
業
労
働
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

経
験
年
数
に
つ
い
て
は
更
に
純
経
験
年
数
辛
(
純
経
験
年
数
を
あ
し
か

け
経
験
年
数
で
除
し
た
比
率
)
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
純
経
験
年

数
率
は
林
業
労
働
へ
の
定
着
・
専
業
化
の
指
標
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
と

こ
る
で
vn
組
の
そ
れ
は
八
八
・
八
%
で
著
し
く
向
い
が
、
こ
の
こ
主
は
N

組
の
労
働
肯
は
一
名
を
除
き
ま
っ
た
く
林
業
労
働
〈
「
長
育
園
専
茶
化
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

林
業
労
働
就
業
期
間
率
林
業
労
働
経
験
年
数
と
関
連
す
る
が
、
更
に

林
議
労
働
就
業
期
間
率
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
林
業
労
働
へ
の
定
岩
田

専
業
化
の
程
度
を
検
討
し
よ
う
。

N
刺
に
お
い
て
前
記
白
-
名
を
除
く
人

名
の
う
b
、
林
業
労
働
就
業
期
間
率
7
1
0
%
以
下
の
も
の
一
一
一
名
、
五
O
I

八
O
%
の
も
の
↑
一
一
名
、
八
O
%
以
上
の
も
の
四
名
で
、
平
均
は
七
O
九

第
八
十
八
巻

第
一
号

。

。

%
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
林
業
労
働
就
業
期
間
ヰ
の
比
収
的
低
い
三
名
は
、

林
業
労
働
に
断
続
的
に
従
事
し
た
も
の
で
も
、
ま
た
農
業
に
従
唱
し
て
い

た
も
の
で
も
な
く
、
後
述
す
る
如
く
他
産
業
の
賃
労
働
者
で
あ
っ
た
も
の

で
あ
る
u

す
な
わ
ち
N
組
。
労
働
者
は
い
ず
れ
も
兼
業
的
半
農
型
の
労

働
者
で
な
く
、
近
代
的
賃
労
働
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
平
均
林

業
労
働
就
業
期
間
車
と
し
て
も
相
当
の
一
一
向
き
で
あ
る
と
し
わ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
林
業
労
働
へ
の
定
着
専
業
化
は
碓
一
認
さ
れ

る
の
で
あ
る
の

稼
動
日
数
次
表
に
よ
っ
て
林
業
労
働
へ
の
「
信
君
・
専
業
化
の
直
接
的

指
標
で
あ
る
林
業
労
働
稼
動
日
数
を
み
よ
う
。
ま
ず
年
同
級
動
日
数
を
み

れ
ば
二
一
O
日
以
上
の
も
の
が
比
倒
的
で
人
名
中
六
名
で
あ
る
。
平
均
年

間
磁
劃
日
数
は
二
五
円
で
あ
る
。

年
間
総
動
月
数
を
み
れ
ば
、
殆
ん
ど
年
間
を
通
じ
て
恒
情
酌
に
就
楽
し

て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
多
数
を
し
め
、
一
0
カ
月
以
上
の
も
の
が
八
名
の

う
ち
七
名
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
平
均
月
間
稼
動
日
数
は
一
一
0
・
八
日

で
あ
る
。
年
間
秘
動
日
数
お
よ
び
年
間
稼
動
月
数
の
小
な
る
も
の
に
お
い

て
も
、
そ
の
月
間
稼
動
日
数
は
他
の
も
の
と
殆
ん
ど
差
異
が
な
く
大
で
あ

る
。
寸
な
わ
ち
年
間
稼
動
日
数
お
よ
び
年
間
稼
動
月
数
の
小
な
る
林
業
労

働
者
も
、
そ
の
就
業
中
は
専
業
的
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

な
お
こ
の
点
は
既
に
ふ
れ
た
N
組
の
性
格
に
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

N
組
吋
N
氏
が
5
林
4
2
4

の
伐
出
刊
業
を
請
負
う

r際
し
て
組
織
し
た
も
の

で
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
調
査
時
の
一
年
前
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
N
氏



-N組

Jhl引l

工」山JEl;;
1 

伐
出
林
業
労
働
力
の
存
在
形
態
付

は
既
に
更
に
四

午
前
か
ら
伐
出

業
の
請
負
を
営

ん
で
い
る
が
、

事
業
完
了
後
は

組
を
僻
散
す
る

の
を
常
と
し
、

N
組
の
組
員
八

名
の
う
ち
一
一
年

前
か
ら
N
氏
と

行
を
共
に
す
る

も
の
が
一
名
い

る
の
み
で
、
他

は
す
べ
て
こ
の

伐
出
作
業
の
開

始
以
後
に
参
加

L
た
も
の
で
あ

る
。
作
業
開
始

時
か
ら
参
加
し

て
い
る
も
の
は

三
名
古
、
開
始

後
一
カ
月
か
ら

一
名
、
半
年
後
一
名
、
調
査
時
半
月
前
か
ら
の
も
の
二
名
で
あ
る
D

か
つ

組
員
の
絶
対
数
も
作
業
量
に
比
例
し
て
増
減
す
る
ゆ
え
、
作
業
開
拍
当
時

参
加
し
て
い
た
も
の
で
そ
の
後
脱
退
し
た
も
の
も
数
名
い
る
。
作
業
山
開
始

後
一
年
た
つ
の
に
年
間
稼
動
月
数
の
一
年
に
達
し
な
い
も
の
は
、
途
中
で

組
に
奉
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

稼
動
日
数
に
闘
し
て
も
N
組
の
労
働
者
は
兼
業
的
半
農
型
林
業
労
働
者

で
は
な
く
、
専
業
的
賃
労
働
者
た
る
性
格
を
も
っ
。

業

数

一

1

i

l

一

段

日

一

H

3

山

U
3
1
M

組

一

均

可

申

一

仰

心

U

N

一

平

紀

一

二
川
〕
円
一
川
田
川
引
hJU
門

数

一

日

と

一

者

一

3

1

一

1

1

働

一
F
b

わ
た
一

開コ
J
川一

表
川
町
一

ωω

日
H

「
I
l
l
I
l
l
1
1
1
1

3
事

」

引

縦
一
日

4

筋
業
一
I

l

-

-

長

一

日

柿
却

未

B
一l
l

棋
一

1

規

γ

|
古

営
一
事
別

経
一
世
数

且
一
業
日

耕
一
農

第
八
十
八
巻

1 

l l;| 

経笛規
模日J

JPJ:UJ;fHV1 
1l111 

第
一
月

農
業
経
営
と
白

関
係

N

口
組
の

労
働
者
の
耕
地
経

世
規
模
な
ら
び
に

農
業
従
事
日
数
を

小
せ
ば
第
3
表
白

如
く
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
そ
の
三
分

の
二
が
耕
地
経
常

規
棋
五
反
未
渦
で

あ
る
が
、
な
お
平

均
経
営
規
艇
は
四

反
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
農
業
に
よ
り

自
立

L
う
る
こ
と



伐
出
朴
業
労
働
力
の
存
在
形
態
ハ
円

は
殆
ん
ど
困
難
で
あ
る
。
更
に
農
業
従
事
日
数
は
年
間
の
平
均
わ
ず
か
に

一
入
・
四
日
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
こ
の
う
ち
農
業
従
事
日
数
六

O
日
以

L
L

の
も
の
が
あ
ゐ
が
、
こ
れ
は
養
肱
栄
の
手
伝
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
と
更
に
経
営
規
模
一
町
以
上
層
の
も
の
(
こ
れ
さ
え
も
年
同
四

O
日

で
殆
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
)
を
除
け
ば
、
農
業
経
営
と
の
結

付
き
は
全
た
く
こ
れ
を
無
視
し
て
も
差
支
な
い
で
晶
ろ
う
。
な
お
先
に
ふ

れ
た
家
庭
内
の
地
位
別
と
の
関
連
に
お
い
て
み
れ
ば
、
二
男
三
名
の
う
ち

一
名
は
一
町
以
上
層
、
一
名
は
五
反

1
一
町
周
、
一
名
は
三

i
五
反
層
で
、

二
男
は
や
や
上
層
に
属
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
お
い
て
も

農
業
従
事
日
数
か
ら
み
て
、
専
業
的
な
林
業
賃
労
働
者
主
知
定
さ
る
べ
き

で
あ
る
う
c

戸
主
・
長
男
は
一
町
未
満
府
以
下
に
分
布
す
る
が
、
か
か
る

性
栴
が
よ
り
強
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

他
白
職
業
と
の
-
流
動
関
係

N
組
の
労
働
者
は
固
定
的
で
は
な
く
流
動

的
で
あ
る
が
、
林
業
労
働
純
経
険
年
数
阜
の
一
品
き
の
一
日
す
如
く
、
林
業
労

働
か
ら
他
産
業
へ
の
流
動
は
稀
で
あ
る
u

N
組
の
九
名
の
N
組
へ
加
入
す

る
ま
で
の
前
歴
を
み
れ
ば
、
林
業
労
働
の
職
歴
を
も
た
な
い
も
の
は
僅
か

に
一
弔
に
す
苦
な
い
。
こ
の
も
の
は
自
動
車
運
転
手
、
土
工
を
へ
て
N
組

に
加
入
し
た
仙
府
県
出
身
の
賃
労
働
者
で
あ
る
。
な
お
N
組
り
う
ち
多
少

と
も
林
業
労
働
以
外
の
職
匿
を
も
つ
も
の
は
二
名
あ
り
、
一
名
は
製
材
工

ハ
三
年
間
)
、
他
は
機
械
工
(
三
年
間
)
で
あ
る
。

乙
の
よ
う
に
他
産
業
へ
の
ま
た
他
産
業
か
ら
の
流
動
は
少
い
が
皆
鵠
で

は
な
く
、
主
士
組
労
働
者
が
同
定
的
で
な
く
流
動
的
で
あ
る
こ
と
は
、
そ

第
八
十
八
巻

第

号

れ
が
木
来
専
業
的
林
業
賃
労
働
者
で
あ
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
そ
の
近

代
的
性
格
の
陶
汰
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
製
紙
資
本
、
資
本
家
的
伐
出
業
に
直
結
ナ
る
校
出
林
業
労

働
告
の
性
格
を
、
河
組
に
つ
い
て
検
討
L
た
。
こ
」
に
お
い
て
は
前
期
的

な
組
出
制
度
は
解
体
し
つ
つ
あ
り
、
各
労
働
者
は
兼
業
的
半
長
的
性
格

令
払
拭
し
、
専
業
的
林
莱
賃
労
働
者
と
し
て
近
代
他
し
つ
つ
あ
る
。

(
未
定
)


